
［開館時間］9：00〜17：00（入館は16：30まで） 

［休館日］毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は開館、翌平日休館）
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島田市博物館

掲載資料（右より）  御手杵  写し  名古屋刀剣博物館蔵、火縄銃  銘  摂州住榎並弥兵衛作  

宗正  大阪城天守閣蔵、刀  銘  嘉永元戊申五月七十翁藤直胤（花押）  備中国千屋太田政方

以製鉄応其需於同所作之（刻印・チヤ）名古屋刀剣博物館蔵、火縄銃  銘  二重巻張 駿州

島田住 原義次  島田市博物館蔵　
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武の移ろい 器の進化

金銅製単鳳凰環頭柄頭大刀

島田市博物館蔵

豊臣秀吉朱印刀狩条目  天正16年７月８日付  大阪城天守閣蔵

※前期のみ展示

金銀象嵌南蛮兜  大阪城天守閣蔵

第９８回企画展

太刀  無銘  古千住院  名古屋刀剣博物館蔵

［ホームページ］［ホームページ］ ［インスタグラム］［インスタグラム］［フェイスブック］［フェイスブック］

島田市博物館 〒427-0037  静岡県島田市河原一丁目５番 50号  Tel（0547）37-1000  Fax（0547）37-8900

［開館時間］9：00〜17：00（入館は 16：30まで）［休館日］毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は開館、翌平日休館）

［観覧料］一般 500円・団体 400円（20名以上）  ※中学生以下無料  ※障害者手帳を提示された方と介助者1名は無料

【分館展示案内】企画展「静岡の作家が描く静岡 vol.1  こんな静岡  知っていますか」令和 8年6月13日（土）〜8月30日（日）

　　　　　　　  収蔵品展「海野光弘  描いた手、描かれた手」令和 8年 9月5日（土）〜12月6日（日）

〒427-0037  静岡県島田市河原一丁目５番 50号  Tel（0547）37-1000  Fax（0547）37-8900

［開館時間］9：00〜17：00（入館は 16：30まで）［休館日］毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は開館、翌平日休館）

［観覧料］一般 500円・団体 400円（20名以上）  ※中学生以下無料  ※障害者手帳を提示された方と介助者1名は無料

【分館展示案内】企画展「静岡の作家が描く静岡 vol.1  こんな静岡  知っていますか」令和 8年6月13日（土）〜8月30日（日）

　　　　　　　  収蔵品展「海野光弘  描いた手、描かれた手」令和 8年 9月5日（土）〜12月6日（日）

【日時】７月12日（日）（−刀編−）

　　　  ９月13日（日）（−鉄砲編−）

　　　 両日共に 10：00〜10：30

【場所】博物館 本館 特別展示室

【講師】当館学芸員

【定員】各 20名程度

【対象】どなたでも

【参加費】観覧料のみ

島田を彩る武器たち
−刀編−、−鉄砲編−

ギャラリートーク〈予約不要〉 

【日時】９月19日（土）13：30〜16：30（受付 13：00） 

【場所】島田市立金谷公民館  みんくる 集会室

　　　 島田市金谷代官町 3400 番地　

【講師】平山 優（歴史学者）

　　　 加藤 理文（文化財保存活用地域計画協議会委員）

【定員】１0０名  【参加費】無料  【対象】中学生以上

【募集開始】７月１日（水）9：00より先着順

【申込方法】電子申請にて申込。

【お問合せ】博物館課文化財係

　　　　　  Tel（0547）32-1350

予定が変更になる場合があります。博物館ホームページでご確認ください。

記念講演会

電子申請

記念講演会

電子申請

島田市博物館

大筒  銘  摂州住芝辻長左衛門作  大阪城天守閣蔵

鉄砲の革新
～歴史を変えた衝撃と軌跡～

博物館講座〈要予約〉 

博物館講座

電子申請

博物館講座

電子申請

【内容】鉄砲をテーマに戦国史や島田の歴史を解説　

　　 　します。

【日時】８月９日（日）13：30〜15：00（受付 13：00） 

【場所】博物館 本館　【講師】当館学芸員

【定員】30名  【参加費】50０円

【対象】中学生以上

【募集開始】７月９日（木）9：00より先着順

【申込方法】電子申請、または博物館 本館にて直接

申込。 電子申請の場合は右記 QRコード

または、博物館ホームページよりお申し

込みください。

※１申し込みにつき３名まで可能。  

島田市文化財保存活用地域計画認定

記念講演会〈要予約〉

　講演１「島田市の歴史文化再発見」

　講演２「文化財の保存活用と歴史教育」 

術品や権力の象徴へと昇華しました。

　本展は、歴史の移り変わりを通じて、人々が武器に

込めた思想や技術の変遷、戦いの歴史を見つめ直しな

がら、武器の歴史的価値を探る展覧会です。島田市博

物館所蔵の資料を始め、武器が鮮やかに映し出す進化

の歴史をお楽しみください。
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　戦い方や生活様式が変容する中で、武器はどのよう

な進化を遂げたのでしょうか。食糧を得るための狩猟道

具は、敵を倒す武器に姿を変え、戦の時代に活躍しま

した。やがて日本刀は武士の象徴となりました。ポル

トガルから伝来した鉄砲は戦法に革新を生み、戦の

世は終わりを告げ、平和な江戸時代になると、武器は美
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